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第 35 回定時総会開催通知

　下記により、第 35 回日本科学教育学会定時総会を開催いたします。会員各位のご参加をお

願いいたします。なお、ご参加されない場合には、同封の委任状にお名前、議案の賛否を記入し、

ご捺印の上、50 円切手を貼って、折り返しご投函ください。

記

　会員各位

							       2011 年 7 月 25 日

							       日本科学教育学会

							       会長　吉田　淳

　　日　時：2011 年 8 月 24 日（水）12:30 ～ 13:30

　　会　場：東京工業大学すずかけ台キャンパス（〒 226-8503　横浜市緑区長津田町 4259）

　　提出議案

　　　第１号議案　2010 年度事業報告及び収支決算承認の件			  ２頁

　　　第２号議案　2011 年度事業計画及び収支予算承認の件	　　　　　　	 ５頁

総　会
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第１号議案

Ｉ．2010 年度（自 2010 年 7 月 1 日至 2011 年 6 月 30 日）事業報告書

　 2010 年度に実施した事業は次のとおりである。（事業費 5,149 千円）

（1）機関誌等

1) 「科学教育研究」第 34 巻第 3号、第 4号、第 35 巻第 1号、第 2号を刊行し、会員に配布した。

2) 「科学教育研究レター」No.199 ～ 203、学会彙報、学会通信を刊行し、会員に配布した。

　学会 Web サイト（http://www.jsse.jp/）を運用した。

　メールマガジンを配信した。

3) 「年会論文集 34」を刊行し、申込者に配布した。

（2）年会

　第 34 回年会（2010 年 9 月 11 日（土）～ 9 月 12 日（日））を広島大学で開催し、研究発表・

課題研究発表・シンポジウム・インタラクティブセッション等を行った。

（3）学術交流等

1) アジア等諸外国の科学教育学会との交流の推進について検討を行った。

2) 教科「理科」関連学会協議会に参加し、理科教育の発展充実を図った。

（4）支部活動

1）全国 10 支部の活動を行った。

2）研究会を年 6回開催した。

第 1 回：北海道・東北支部「新しい時代を築く科学教育」、2010 年 9 月 25 日（土）、山形

大学

第 2 回：九州・沖縄支部「地域に根ざす科学教育研究と実践」、2010 年 12 月 4 日（土）、

熊本大学

第 3 回：南関東支部「地域と連携した科学教育実践と研究」、2011 年 3 月 12 日（土）、 

東邦大学

第 4 回：中国支部「新時代に対応した科学教育研究と実践」、2011 年 6 月 4 日（土）、 

就実大学

第 5回：北陸・甲信越支部「地域の理数教育活性化の課題と展望」、2011 年 6 月 11 日（土）、

上越教育大学

第 6 回：東海支部「新しい時代に向けた科学教育」、2011 年 6 月 25 日（土）、愛知教育 

大学

（5）学会賞

1) 大塚賞を贈呈した。

　 ・ 中山和彦（故・筑波大学名誉教授）

　　業績：科学教育に関する著しい業績や貢献によって本学会の発展に寄与された

2) 国際貢献賞を贈呈した。

　 ・大隅紀和（京都教育大学名誉教授）

　　業績：アジア諸国の科学教育革新に向けたモデル教材の研究開発と現地活動

3) 科学教育実践賞を贈呈した。

　 ・ 吉岡有文（元東京都立練馬高等学校教諭、青山学院大学大学院博士後期課程）
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　　業績：科学教育における状況論的アプローチからの理論と実践を結ぶ研究の推進

4）年会発表賞を贈呈した。

　  ・宮崎樹夫（信州大学教育学部）、湯本武司（松本市立開成中学校）

　   対象研究発表：「中学校数学におけるフローチャート証明の学習支援システムの開発 

   －誤りの特徴に応じた修正促進に着目して」

　　・泉　俊輔（広島大学大学院理学研究科）、中山広文（岡山県立倉敷天城中学校）、 

　　進藤明彦（岡山県立玉島高等学校）

　　　対象研究発表：「高校科学から実験が消える日」

　 ・高橋みどり（静岡科学館）、亀井　修（国立科学博物館）、小川義和（国立科学博物館）、 

　 田邊玲奈（国立科学博物館）、田代英俊（科学技術館）

　  　対象研究発表：「科学系博物館における科学リテラシー涵養を目指した学習プログラム 

   の可能性と評価の試み (2) ～評価ツール作成までの方法論構築を目指して」及び「科学 

  系博物館における科学リテラシー涵養のための学習支援活動の取り組み－国立科学博物 

   館幼児向け学習プログラムを事例に－」

Ⅱ．2010 年度（自 2010 年 7 月 1 日至 2011 年 6 月 30 日）収支決算書

　収支決算書は、鶴岡義彦、堀哲夫 監事の会計監査を受け、適正と認められた。

１  一般会計

【収入の部】

科 目 予　算　額（円） 決　算　額（円）
差　額（円）

（決算－予算）

 (1) 会費

 　　　正会員会費

 　　　学生会員会費

 　　　公共会員会費

 　　　賛助会員会費

 　　　未納分会費

 (2) 入会金

 (3) 広告料

 (4) 購読料

 (5) 著作権料

 (6) 雑収入

 （7）前年度繰越収支差額

      9,005,000

 　   8,160,000

 　　   200,000

 　　    20,000

 　　   135,000

 　　   490,000

 　　   100,000

　　    120,000

 　　   500,000

 　　   250,000

 　   1,000,000

      5,116,611

    　9,316,000

 　   8,317,000

 　     240,000

 　　　  20,000

 　　   135,000

 　     604,000

 　　   105,000

　　    165,000

 　     620,300

 　     402,427

 　   2,522,703

      5,116,611

      311,000

      157,000

       40,000

 　         0

   　       0

   　 114,000

   　   5,000

 　    45,000

      120,300

      152,427

    1,522,703

            0

 　　収入合計  　  16,091,611  　  18,248,041     2,156,430

会　費　前　納　分    4,765,000 円
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【支出の部】

科 目 予　算　額（円） 決　算　額（円）
差　額（円）

（予算－決算）

 (1) 管理費

　　　 役員会議等会議費

 　　　旅費交通費

 　　　通信運搬費

 　　　消耗品費

 　　　印刷費

 　　　事務委託費

　　　 ＩＴ調査・管理費

 　　　負担金

 　　　雑費

 (2) 事業費

 　　　科学教育研究誌

 　　　レター・学会通信等

 　　　年会・学会賞

 　　　学術交流等

 　　　研究会・支部活動推進

 (3) 学会活性化積立金

 (4) 選挙管理費積立金

 (5) 予備費

 　  5,422,000

 　    120,000

 　  1,100,000

 　    200,000

 　 　  10,000

 　 　  82,000

 　  3,381,000

 　    397,000

 　 　　50,000

 　 　  82,000

     6,330,000

 　  3,830,000

 　    320,000

 　  1,100,000

 　    450,000

       630,000

 　  1,000,000

　　   250,000

 　  3,089,611

 　  4,998,566

 　 　  21,000

 　    790,420

 　    199,674

 　 　   1,338

    　  65,819

 　  3,381,000

 　    396,480

  　　 100,000

  　　　42,835

  　 5,149,795

  　 3,430,970

  　   301,420

  　   817,405

  　　       0

　  　 600,000

 　  2,000,000

 　    250,000

 　          0

      423,434

 　　  99,000

　　  309,580

 　       326

        8,662

   　  16,181

            0

          520 

 △    50,000

 　　　39,165

    1,180,205

      399,030

       18,580

      282,595

   　 450,000

       30,000

 △ 1,000,000

            0

    3,089,611

 　　支出合計  　 16,091,611     12,398,361     3,693,250

次年度繰越収支差額 5,849,680

２　基金・積立金

【基金】7,177,868 円　　　      　　【大塚賞】1,671,872 円

【学会活性化積立金】3,000,423 円　　【役員選挙積立金】250,000 円
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第２号議案

Ｉ．2011 年度（自 2011 年 7 月 1 日至 2012 年 6 月 30 日）事業計画書

　 2011 年度に実施する事業は次のとおりである。（事業費 6,970 千円）

（1）機関誌等

1) 「科学教育研究」第 35 巻第 3号、第 4号、第 36 巻第 1号、第 2号を刊行し、会員に配布する。

2) 「科学教育研究レター」No.204 ～ 208、および「学会彙報」、 「学会通信」を刊行・配布する。

　学会 Web サイト（http://www.jsse.jp/）を運用する。

　メールマガジンを随時配信する。

3) 「年会論文集 35」「年会論文要旨集 35」を刊行し、申込者に配布する。

（2）年会

　　第 35 回年会（2011 年 8 月 23 日（火）～ 8月 25 日（木））を東京工業大学で開催し、研究発表・

課題研究発表・シンポジウム・インタラクティブセッション等を行う。

（3）学術交流等

1) アジア等諸外国の科学教育学会との交流の推進について検討を行う。

2) 教科「理科」関連学会協議会に参加し、理科教育の発展充実を図る。

(4) 支部活動

1) 全国 10 支部の活動を推進する。

2) 研究会を、以下の８支部において開催する。

 北海道支部、北関東支部、南関東支部、東海支部、北陸甲信越支部、中国支部、四国支部、

九州沖縄支部

（5）学会賞

1) 科学教育実践賞を贈呈する。

　対象研究：加藤　浩（放送大学学園）鈴木栄幸（茨城大学）舟生日出男（広島大学大学院）

久保田善彦（上越教育大学）平澤林太郎（小千谷市立小千谷小学校）の「Kneading Board

協調学習支援システムの開発と実践」（大塚賞、学術賞、国際貢献賞、論文賞、奨励賞につ

いては該当なし）

2) 年会発表賞を贈呈する。

  岡田 努 (福島大学 )

 対象研究発表：「ふくしまサイエンスぷらっとフォーム」における大学の果たす役割に 

ついて (２)

(6) 学会役員選挙

  会長、理事の半数、監事 1名の選挙を行う。
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Ⅱ．2011 年度（自 2011 年 7 月 1 日至 2012 年 6 月 30 日）収支予算書

１  一般会計

【収入の部】

科 目 予　算　額（円） 備 考

 (1) 会費

 　　　正会員会費

 　　　学生会員会費

 　　　公共会員会費

 　　　賛助会員会費

 　　　未納分会費

 (2) 入会金

 (3) 広告料

 (4) 購読料

 (5) 著作権料

 (6) 雑収入

 (7) 選挙管理費積立金取崩し

 (8) 前年度繰越金

  　 9,025,000

  　 8,160,000

  　　 220,000

  　　  20,000

  　　 135,000

  　　 490,000

  　　 105,000

  　　 120,000

  　　 600,000

  　　 350,000

   　1,505,000

       250,000

     5,849,680

  8,000 円× (1,200 名× 85%)

  5,000 円× (55 名× 80%)

  20,000 円×　   １名

  45,000 円×　   ３名

  正会員 60 名、学生会員２名

  1,000 円×　 105 名

  １社

  図書館等機関、販売店

  出版社著作権、学術著作権、電子図書館  

　別刷代、利息等

 　　収入合計     17,804,680

【支出の部】

科 目 予　算　額（円） 備 考

 (1) 管理費

　　　 役員会議等会議費

 　　　旅費交通費

 　　　通信運搬費

 　　　消耗品費

 　　　印刷費

 　　　事務委託費

　　　 ＩＴ調査・管理費

 　　　負担金

 　　　雑費

 (2) 事業費

　　　 科学教育研究誌

 　　　レター・学会通信等

 　　　年会・学会賞

 　　　学術交流等

 　　　研究会・支部活動推進

 (3) 学会活性化積立金

 (4) 選挙管理費

 (5) 予備費

  　 5,422,000

 　    120,000

 　  1,100,000

 　    200,000

 　 　  10,000

  　　  82,000

  　 3,381,000

  　   397,000

  　　　50,000

  　　  82,000

  　 6,970,000

  　 3,830,000

  　   480,000

  　 1,250,000

  　   500,000

  　　 910,000

  　 1,000,000

       570,000

 　  3,842,680

 理事会・評議員会等開催費

 理事・監事等交通費

 庶務・経理文書発送、会費請求等

 文房具代

 封筒印刷費、会費振替用紙印刷費

 庶務・経理・会員・編集事務委託

 年会申込、ホスティングサービス料等

 日本学術協力財団

 振込手数料、他

 印刷費（年４回）、発送等

 通信印刷費（年１回)、発送、レター編集等

 第 36 回年会補助、年会企画費、学会賞

 国際交流、国内学術交流、震災対応

 研究会（年８回）開催支援、支部活動推進

 事業費充実

 印刷費、郵送費、委員交通費

 法人化対応

 　　支出合計 　　17,804,680
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２  特別会計（大塚賞）

【収入の部】

【収入の部】 【支出の部】

科 目 予　算　額（円） 科 目 予　算　額（円）

 前年度繰越収支差額

 雑収入

 　 　 1,671,872

 　  　    1,000

  大塚賞

  予備費

 　　  100,000

　　 1,572,872

 　　収入合計 　　 　1,672,872  　　支出合計  　　1,672,872

３　基金・積立金

【基金】7,177,868 円＋利息　　【学会活性化積立金】4,000,423 円＋利息

【役員選挙積立金】0 円
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2011 年度学会賞の決定について

　学会賞選考委員会では、会員からの推薦にもとづいて慎重に協議を重ね、候補者の選考を進

めてまいりました。そして、第 245 回理事会の議を経て、以下の会員に日本科学教育学会・科

学教育実践賞、並びに第 34 回年会発表賞を授与することを決定致しました。おめでとうござい

ます。なお今年度は、大塚賞、学術賞、国際貢献賞、論文賞、奨励賞については該当するもの

はありませんでした。

【科学教育実践賞】

梅組

加藤　浩	 　放送大学学園　ICT 活用教育支援課

鈴木栄幸	 　茨城大学人文学部

舟生日出男	 　広島大学大学院工学研究科情報工学専攻

久保田善彦　　上越教育大学教育実践高度化専攻

平澤林太郎　　小千谷市立小千谷小学校

業績：Kneading Board 協調学習支援システムの開発と実践

授賞理由：日本科学教育学会・科学教育実践賞は、科学教育の実践研究において特に顕著な業

績や功績のあった会員を表彰するものです。 

　Kneading Board(KB) の研究グループ「梅組」は、CD-ROM によるシステムとマニュ

アル・実践事例集の小冊子の無償配布、web によるシステムの無償配布と実践事例

紹介、利用者支援とコミュニティ育成のためのサイトなどを通して教育現場の普及

に努めています。科学教育学会では、ワークショップやインタラクティブセッショ

ンでのデモ展示を行い、システムの無償配布などの普及活動を行いました。KB の有

効性・実用性は高く評価されており、KB を用いた教育実践がいくつかの表彰を受け

ています。KBは学校教育におけるICTを活用した協調学習の実践に貢献しています。 

　ここに、梅組の業績・功績が特に顕著であると認め、科学教育実践賞を贈呈します。

過去３年間の業績等の一部：

平澤林太郎・久保田善彦・鈴木栄幸・舟生日出男・加藤　浩，同期型 CSCL を利用した遠隔

学習における他者の認識のモニタリングに関する研究，科学教育研究，日本科学教育学会，

33(4)，330-337，2009.

久保田善彦・舟生日出男・鈴木栄幸・加藤　浩，実践事例集に見るKneading Board活用の類型，

日本科学教育学会第 33 回年会論文集， 485-486，2009

舟生日出男・鈴木栄幸・久保田善彦・平澤林太郎・加藤　浩，発見的学習活動における創

発的分業を支援する CSCL システムの開発，メディア教育研究，4(2), 7-13, 2008.

【第 34 回年会発表賞】

　第 34 回年会（2010 年）発表賞は、次の 1件の発表をした 1名の学会員に授与されることが

決まりました。おめでとうございます。

　　岡田　努（福島大学）

　　発表題目：「ふくしまサイエンスぷらっとフォーム」における大学の果たす役割について（２）

　会員の皆様からの候補者推薦へのご協力に感謝申し上げます。今回の有効推薦数は 63 票でし

た（前回 60 票）。選考委員会において、最高得票数 4票の 1件（3票は 0件）の発表について、「科

学会賞
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第 35 回年会会場の空調について

学教育に関する優れた研究を行い、その成果を本学会の年会で発表した本会会員に贈呈する」、

過去の受賞者においては「年会発表賞受賞後さらに優れた発表をした場合には、その発表につ

いて受賞対象とする」との選考規定に基づき慎重に審議し、候補となった学会員について、第

245 回理事会とメールでの審議を経て年会発表賞受賞者を決定いたしましたことをご報告いた

します。本発表は、「ふくしまサイエンスぷらっとフォーム」という福島における地域連携シス

テムの構築という大きなプロジェクトの成果を、その評価と共に実践事例を踏まえて明確に語っ

ており、実践とその結果だけでなく、その応用可能性について、連携機関が共有できる枠組み

を提示し、各機関の役割を明確にすることができた点が特に優れているとして評価されました。

受賞学会員の今後の益々のご発展をご期待申し上げます。

（学会賞担当理事　美馬、片平）

　会場校の東京工業大学では、計画停電実施等電力需給が極めて逼迫している状況を踏まえ、

電力の使用抑制のための各種措置が取られています。その一環として、空調機の停止が予定さ

れています。

　第 35 回年会におきましても、同様の措置が適用される予定です。したがいまして、現時点で

は、すべての会場の空調機（クーラー等）が使用できない可能性が極めて高い状況です。

　年会会場では、団扇をご提供する準備をしています。しかしながら、大変暑い中での年会実

施となりますので、みなさまにおかれましては、空調機が使用できないことを前提としたご対

応をお願い申し上げます。

　年会参加者のみなさまにはご不便、ご不自由をおかけしますが、ご理解のほどお願い申し上

げます。

（年会企画委員会・年会実行委員会）

　年会企画委員会では、年会参加者の利点と年会運営の負担軽減という双方の観点から年会論

文集の電子化に関する検討を行ってまいりました。

　その結果、理事会の承認を経て、今回の年会では、年会論文集を電子化することになりました。

なお、プログラムや研究概要などが掲載されたものは紙媒体で印刷・配布を行いますが、従来

の体裁・様式を踏襲した年会論文集は電子ファイルでご提供いたします。

・年会当日は、学会会場の見取り図、プログラム、発表題目・著者・研究概要（100 ～ 300 文字）

が掲載された「日本科学教育学会年会論文要旨集」は、紙媒体で印刷・配布を行います。ただし、

この紙媒体には、個々の研究の論文は掲載されていません。

・従来の体裁・様式を踏襲した年会論文集は、紙媒体での印刷・配布は行わず、電子ファイル

でご提供いたします。年会当日は、年会論文集の電子ファイルを格納した USB メモリを参加

者の方にお配りいたします。

・発表論文を事前（おおむね年会の数日前）に、参加費をご入金を頂いた参加申込者に限定し

た形で、Web で公開いたします。年会 Web から参加申込を行い、参加費をご入金頂きますと、

年会実行委員会側で入金を確認し、Web 公開前に URL とパスワードキーを電子メールでご連絡

いたします。事前に発表論文をお読み頂くことで、年会での議論が活性化することを期待し

ています。

（年会企画委員会・年会実行委員会）

年会論文集の電子化について



- 10 -

年　会

第 35 回年会案内（最終プログラム）

年会企画委員会・年会実行委員会

※最新情報は、年会Webに随時掲載します。レター発行後も年会Webの情報を更新していきます。

こまめにチェックしてください。

　http://www.jsse.jp/jsseam/modules/note4/

１．年会テーマ：次世代の科学力を育てる：社会とのグラウンディングを実現するために

　趣  旨：「次世代の科学力を育てる」というメインテーマは、現代の科学教育において重要

課題であるため、第 33 回年会から引き継いでいます。今回の年会では、これまで

の年会の成果を踏まえて、「科学力」を社会全体に根付かせること（グラウンディ

ング）を実現するために求められる科学教育の諸要件について議論します。

　

２．日程：2011 年 8 月 23 日（火）～ 25 日（木）（３日間）

３．会場：東京工業大学すずかけ台キャンパス

	 　（〒 226-8503　横浜市緑区長津田町 4259）

	 　http://www.sok.titech.ac.jp/

４．主催：日本科学教育学会（後援：文部科学省（予定））

５．内容 : ※タイムテーブルは右ページに掲載

○第 246 回理事会：8月 23 日（火）17：30 ～ 18：30　F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

○顧問・理事・評議委員・支部長合同会議：8月 23 日（火）18：30 ～ 19：30　G 会場 (J2 棟

						      　3 階 J234 教室 )

○総会・表彰：8月 24 日（水）12：30 ～ 13：30　A 会場 (すずかけホール 3F 多目的ホール ) 

○各種委員会：開催が確定している委員会は以下の通りです。これら以外については、委員

	 	 	 会ご担当者にご確認下さい。

　◆編集委員会：8月 23 日（火）12：00 〜 13：00　G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

　◆国際交流委員会：8月 23 日（火）12：00 〜 13：00　F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

　◆広報委員会：8月 25 日（木）11：30 〜 12：30　F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

　◆年会企画委員会・年会実行委員会合同会議：8月 25 日（木）16：00 〜 17：00　E 会場

						            ( すずかけホール 2F 集会室 2)
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シンポジウム

テーマ：非常時を乗り越える科学教育：いま東日本大震災から考える

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 13:30 ～ 16:00 A 会場 (すずかけホール 3F 多目的ホール ) 

司　会：熊野善介 (静岡大学 ) 

趣旨説明

2S1-A1	非常時を乗り越えるための科学教育：いま東日本大震災から考える

	 吉田　淳 (愛知教育大学 )

登壇者

2S1-A2	放射線リスクを理解、低減するためのリテラシー

	 神田玲子 (放射線医学総合研究所 ) 三枝　新 (放射線医学総合研究所 ) 米原英典 

　　　 ( 放射線医学総合研究所 ) 酒井一夫 (放射線医学総合研究所 )

2S1-A3	災害情報という防災対策は難しい

	 牛山素行 (静岡大学 )

2S1-A4	非常時のソーシャルメディア

	 折田明子 (慶応義塾大学 )

2S1-A5	非常時の思い違いと批判的思考

	 菊池　聡 (信州大学 )

2S1-A6	「想定外」を生き抜く力を育成する科学教育

	 隅田　学 (愛媛大学 )

指定討論者

	 國上真章 (東京工業大学 )

	 小川正賢 (東京理科大学 )

年会実行委員会企画セッション

テーマ：次世代の技術教育

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 A 会場 (すずかけホール 3F 多目的ホール )

司　会：吉川　厚 (東京工業大学 )

登壇者

2F1-A1	 企業の現場の現状，若者の現状

	 平出正彦 (( 株 ) 平出精密 )

指定討論者

	 寺野隆雄 (東京工業大学 )：大学・大学院での教育

	 吉田　淳 (愛知教育大学 )：小・中・高での教育
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招待講演「科学教育研究セミナー」

招待講演 I

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 12:30 ～ 13:30 C 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1a)

司　会：武村重和 (広島大学名誉教授 )

3I1-C1 科学教育と協力活動の「これまで」と「これから」

	 大隅紀和 (京都教育大学名誉教授 )

招待講演 II

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 12:30 ～ 13:30 D 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1b)

司　会：稲垣成哲 (神戸大学 )

 

3I1-D1	科学実践としての理科教育

	 吉岡有文 (立教大学 )

課題研究

=================【１日目：午前】8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 ==================

テーマ：小学校理科における教師教育研究を展望する

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 C 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1a)

オーガナイザー：野上智行 (神戸大学 )・山口悦司 (神戸大学 )

1A1-C1	小学校教員になる学生の理科についての意識と自信 －全国調査の結果から－

	 佐藤明子 (科学技術振興機構 ) 花上和己 (科学技術振興機構／愛川町立中津小学校 )

	 小澤隆行 (科学技術振興機構 ) 松本　誠 (科学技術振興機構／深谷市教育委員会 )

	 山家真二 (科学技術振興機構 ) 渡辺怜子 (科学技術振興機構 ) 鈴木恵理子 (科学技術

	 振興機構 ) 小倉　康 (科学技術振興機構／埼玉大学 )

1A1-C2	小学校教員養成のための実践的な理科授業プログラムの開発

	 山本智一 (宮崎大学 )

1A1-C3	限られた時間の中で "何を "" どのように "" どこまで "教えていくのか？

	 吉田安規良 (琉球大学 )

1A1-C4	学習科学における教師教育改革

	 大島　純 (静岡大学 )

1A1-C5 小学校理科における教師教育研究を展望する

	 野上智行 (神戸大学 ) 山口悦司 (神戸大学 )

指定討論者

	 中山　迅 (宮崎大学 )
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テーマ：我が国のこれからの卓越性の科学教育を推進するための教育課程編成理論

	 　－新時代に求められる科学的で創造的な科学教育課程とは何か－

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 D 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1b)

オーガナイザー：吉岡亮衛 (国立教育政策研究所 )

1A1-D1	特別科学教育の目的とカリキュラム構成

	 磯﨑哲夫 (広島大学 )

1A1-D2	認知的／社会文化的文脈を統合した科学教育のデザイン

	 高垣マユミ (実践女子大学 )

1A1-D3	新時代に求められる科学の教育課程とは

	 銀島　文 (国立教育政策研究所 )

1A1-D4	教授者－学習者相互の脳活動から見た知の創成

	 黒田恭史 (佛教大学 ) 岡本尚子 (日本学術振興会 )

1A1-D5	新時代に求められる科学的で創造的な科学教育課程とは何か －イノベーティブ・イン

	 テリジェンスを基盤にした“革新的・進化的な科学知を創る教育”へ－

	 木村捨雄 (鳴門教育大学 )

テーマ：これからの学校教育における説明・証明研究の展望 IV

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 E 会場 (すずかけホール 2F 集会室 2)

オーガナイザー：茅野公穂 (信州大学 )

1A1-E1 学校数学における証明や証明することをどう捉えるか

	 茅野公穂 (信州大学 )

1A1-E2	数学教育における操作的証明に関する研究

	 佐々祐之 (熊本大学 )

1A1-E3	証明に基づく発展のあり方について

	 中川裕之 (大分大学 )

1A1-E4	証明活動における情意を捉えるための枠組みの構築 －証明の構想に焦点をあてて－

	 小山実紗子 (信州大学 )

指定討論者

1A1-E5	説明や証明の指導は，何を目指しているのか

	 永田潤一郎 (千葉県教育庁 )

=================【１日目：午後１】8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 ==================

テーマ：マンガという教育メディア III

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 C 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1a)

オーガナイザー：竹中真希子 (大分大学 )

1A2-C1 マンガ教材のグローバル活用に向けて －米国州立大学での授業報告－

	 折田明子 (慶應義塾大学 ) 吉川　厚 (東京工業大学 ) 寺野隆雄 (東京工業大学 )

1A2-C2	マンガを使ったケース学習をどう評価するか

	 寺野隆雄 (東京工業大学 ) 吉川　厚 (東京工業大学 ) 折田明子 (慶應義塾大学 ) 

	 越山　修 (東京工業大学 ) 國上真章 (東京工業大学 )
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1A2-C3	理科の指導案を作成する能力を育成するマンガを用いたケースメソッドプログラムの

	 開発と評価

	 大黒孝文 (同志社女子大学 ) 中村久良 (( 株 ) ナリカ ) 竹中真希子 (大分大学 ) 

	 稲垣成哲 (神戸大学 )

1A2-C4	「読み」におけるマンガ表現の効果

	 鈴木栄幸 (茨城大学 )

指定討論者

	 吉川　厚 (東京工業大学 )

テーマ：数学教育におけるテクノロジー活用の将来像の考察２

	 　－「創造性の育成のための活用」と「基礎・基本の育成ための活用」－

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 D 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1b)

オーガナイザー：垣花京子 (筑波学院大学 )・渡辺　信 (日本数学検定協会 )

1A2-D1	数学教育におけるテクノロジー活用の将来像の考察 2－「創造性の育成のための活用」

	 と「基礎基本の育成のための活用」－自主企画課題研究趣旨説明

	 垣花京子 (筑波学院大学 )

1A2-D2	創造性の育成を視座に入れた「統計的思考の育成」におけるテクノロジーの活用 (1)

	 垣花京子 (筑波学院大学 )

1A2-D3	数学授業における ICT 機器の新しい役割

	 ～ニンテンドー DS 教室の利用による基礎基本の確立～

	 末廣　聡 (岡山県立備前緑陽高等学校 )

1A2-D4	素養の高い中学生に対する論理的思考の指導

	 清水克彦 (東京理科大学 ) 田村篤史 (栄光学園中学・高等学校 )

1A2-D5	iPad 上で操作可能な GC/html5( ビューア版 )の開発と授業の実際

	 飯島康之 (愛知教育大学 )

1A2-D6	道具は考えるヒントを得る可能性

	 渡辺　信 (日本数学検定協会 )

テーマ：これからの統計教育の方向性 (5) －新教育課程において求められる指導像について－

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 E 会場 (すずかけホール 2F 集会室 2)

オーガナイザー：青山和裕 (愛知教育大学 )

1A2-E1	表現力育成に向けた統計教育の展開について

	 青山和裕 (愛知教育大学 )

1A2-E2	科学的探究・問題解決の枠組みと統計的思考力 

	 ～「データの分析」における相関分析の意義～

	 渡辺美智子 (東洋大学 )

1A2-E3	中学校第 3学年の生徒のグラフを読み取る能力に関する実態調査

	 小口祐一 (茨城大学 ) 青山和裕 (愛知教育大学 ) 藤井良宜 (宮崎大学 )

1A2-E4	資料の活用領域における確率判断を行う授業に関する研究

	 西仲則博 (奈良教育大学附属中学校 ) 吉川　厚 (東京工業大学 )

1A2-E5	中学校数学「資料の活用」において、統計的思考力を高める授業の実践

	 白井英昭 (豊橋市立高豊中学校 )
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=================【１日目：午後２】8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 ==================

テーマ：数学的モデリングの授業実践を通じて、どんな力をどのように育てるか (2)

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 C 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1a)

オーガナイザー：松嵜昭雄 (埼玉大学 )

1A3-C1	数学的モデリング課題研究の企画趣旨説明と今後の展望

	 松嵜昭雄 (埼玉大学 )

1A3-C2	小学校における数学的モデリング指導の新たな可能性 

	 －現実世界における課題場面からの問題設定－

	 川上　貴 (聖徳学園小学校 ) 松嵜昭雄 (埼玉大学 )

1A3-C3	シミュレーションと統計的推測

	 三井田裕樹 (筑波大学附属駒場中・高等学校 )

1A3-C4	高校数学［課題学習］で活用するフィルムケースロケットの教材化

	 中村好則 (岩手大学 )

指定討論者

	 池田敏和 (横浜国立大学 )

テーマ：今後の技術教育と理数教育の関連性

	 　－レディネス・プロセス・コンテンツの観点に焦点を当てて－

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 D 会場 (すずかけホール 2F 集会室 1b)

オーガナイザー：大谷　忠 (東京学芸大学 )

1A3-D1	技術科の実習場面における指導・評価のプロセスに関する事例的研究

	 谷田親彦 (広島大学 )

1A3-D2	技術科教育のコンテンツに視点を当てた理数教育との関連性

	 大谷　忠 (東京学芸大学 )

1A3-D3	ロボット学習を例にした技術科教育と科学教育とのプロセス連携の検討

	 村松浩幸 (信州大学 )

1A3-D4	幼い頃からのものづくり経験と技術的能力の学習レディネス

	 土井康作 (鳥取大学 )

1A3-D5	「技術科教育の本質」についての一考察 ～技術に関わるガバナンス能力の育成～

	 橋本孝之 (大阪教育大学名誉教授 )

指定討論者

1A3-D6	現代社会における数学・理科・技術教育の連携 －数学教育の立場から－

	 長崎栄三 (静岡大学 )

テーマ：市民とともに学ぶ物理の実験－電磁気編－

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 E 会場 (すずかけホール 2F 集会室 2)

オーガナイザー：川村康文 (東京理科大学 )

1A3-E1	光触媒による科学の普及活動

	 藤嶋　昭 (東京理科大学 )

1A3-E2	サイエンスリテラシカフェの実践

	 北原和夫 (東京理科大学 )
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1A3-E3	実験で語る物理授業「静電気」

	 五十嵐航 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1A3-E4	電磁石製作で構成するわくわく物理授業

	 渡部　温 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1A3-E5	実際に動力として活用できるクリップモーター ～クリップモーターカーの製作～

	 本多賢一郎 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1A3-E6	探究的活動のための実験教材の開発「検流計」

	 田代佑太 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1A3-E7	実験でつづる物理授業 -電磁気編 

	 －サイエンス・コミュニケーション特別演習ゼミとして－

	 川村康文 (東京理科大学 )

=================【３日目：午前】8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 ==================

テーマ：科学コミュニケーションから科学教育へのアプローチング

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 C 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１a)

オーガナイザー：鈴木真理子 (滋賀大学 )

3A1-C1	インフォーマルな教育とフォーマルな教育の接近 

	 ～科学コミュニケーションからのアプローチという視座で～

	 鈴木真理子 (滋賀大学 ) 都築章子 (海の自然史研究所 )

3A1-C2	科学コミュニケーションにおける批判的思考

	 楠見　孝 (京都大学 )

3A1-C3	本邦における「科学コミュニケーション」再定義 

	 ～インフォーマルな科学知識供与過程としてのジャーナリズム～

	 田中幹人 (早稲田大学 )

3A1-C4	科学者の“対話力”トレーニングプログラムの開発 

	 ～きく，つたえる，分かち合う，ができる科学者へ～

	 加納　圭 (京都大学 ) 水町衣里 (京都大学／京都大学総合博物館 ) 元木　環 (京都

	 大学 ) 高梨克也 (科学技術振興機構／京都大学 )

3A1-C5	科学コミュニケーション活動を支える基盤としての ICT

	 鳩野逸生 (神戸大学 )

指定討論者

	 小川正賢（東京理科大学）

テーマ：科学才能教育－児童生徒の多様なニーズに応じる科学教育の新展開－

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 D 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１b)

オーガナイザー：隅田　学 (愛媛大学 )

3A1-D1 科学才能教育－児童生徒の多様なニーズに応じる科学教育の新展開－

	 隅田　学 (愛媛大学 )

3A1-D2	Ehime University Kids Academia Programme -Science-

	 －科学的才能を秘めた子供たちが人生の早期から世界基準で科学に出会う－

	 隅田　学 (愛媛大学 )
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3A1-D3 Science Curriculum for the Gifted	

	 -Innovations for Meeting Student Needs-

	 Kimberley Chandler(The College of William and Mary Williamsburg, USA)

3A1-D4 数学科における才能教育の展望

	 二宮裕之 (埼玉大学 )

3A1-D5	未来の科学者養成講座「最先端科学の体験型学習講座 (略称：ELCAS)」物理分野

	 ―生徒コミュニティによる学びの場―

	 常見俊直 (京都大学 )

3A1-D6 筑波大学「理数学生応援プロジェクト」と大学での科学教育

	 川勝　望 (筑波大学 ) 白川友紀 (筑波大学 ) 本多正尚 (筑波大学 ) 戸田さゆり

	 ( 筑波大学 )

指定討論者

3A1-D7 学校における才能児のための科学教育の重要性

	 中山　迅 (宮崎大学 )

=================【３日目：午後】8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 ==================

テーマ：博学連携の構築－「教育のための博物館の日」の広がり－

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 C 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１a)

オーガナイザー：小川義和 (国立科学博物館 )

3A2-C1 博学連携の構築～「教員のための博物館の日」の広がり

	 小川義和 (国立科学博物館 )

3A2-C2 「教員のための博物館の日」の企画・運営

	 岩崎誠司(国立科学博物館) 久保晃一(国立科学博物館) 島絵里子(国立科学博物館)

3A2-C3「教員のための博物館の日 in 旭川」の成果と課題

	 奥山英登 (旭川市旭山動物園 ) 栗山隆広 (旭川市博物科学館 ) 山崎哲夫 (旭川市博物

	 科学館 ) 坂本 剛 (旭川市観光課 ) 清原英数 (旭川市観光課 ) 坂東 元 (旭川市旭山動

	 物園 ) 南 尚貴 (旭川市博物科学館 )

3A2-C4 地域の小規模科学館における「教員のための博物館の日」の試み

	 山中敦子 (蒲郡市生命の海科学館 ) 相澤 毅 (蒲郡市生命の海科学館 ) 浅井 猛 (蒲郡

	 市生命の海科学館 ) 川上昭吾 (蒲郡市生命の海科学館 )

3A2-C5 静岡の持つ資源を踏まえた「教員のための博物館の日」の可能性

	 高橋みどり (静岡科学館 ) 長澤友香 (静岡科学館 )

指定討論者

3A2-C6 学校と博物館との連携による理科教育の改善

	 清原洋一 (文部科学省 )

テーマ：初等・中等教育における統計的思考力を育成する実践研究と今後の展開に向けて (2)

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 D 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１b)

オーガナイザー：柗元新一郎 (静岡大学 )

3A2-D1	中学校数学「資料の活用」の指導に関する調査研究Ⅱ

	 柗元新一郎 (静岡大学 )



- 19 -

3A2-D2	統計的推理力の育成に向けた小学校６学年の子どもの実態

	 －「資料の調べ方」の実践を通して－

	 松島 充 (浜松市立北小学校 )

3A2-D3	中学校数学科における標本抽出の指導に関する一考察 

	 －学習者の分布のイメージに着目して－

	 塩澤友樹 (東京都立小石川中等教育学校 )

3A2-D4	標本調査に関する指導の考察

	 細矢和博 (東京大学附属中等教育学校 )

一般研究

=================【１日目：午前】8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 ==================

セッション：教材開発①

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：田中義久 (弘前大学 ) 武村政春 (東京理科大学 )

1G1-F1	中学校数学科における一次関数とみることを意図した教材の開発

	 田中義久 (弘前大学 )

1G1-F2	数学と理科の連携を考慮したマラルディの角に関する教材の開発

	 小原美枝 (神奈川県立百合丘高等学校 ) 中村孝之 (北海道教育大学旭川校 ) 安藤秀俊

	 ( 北海道教育大学旭川校 )

1G1-F3	21 世紀の科学教育と多様性及び共通性から見た DNA への理解を導く実験開発

	 井上陽子 (神奈川県立西湘高校／兵庫教育大学 )

1G1-F4	新学習指導要領の理念に根差した新規生物教育用生徒実験の開発

	 武村政春(東京理科大学) 佐倉　統(東京大学) 山野井貴浩(白鴎大学足利高等学校)

1G1-F5	ウメノキゴケ色素を使った酸・アルカリ教材としての活用

	 山本勝博 (茨城大学 ) 栗原志織 (伊東市立宇佐見中学校 )

セッション：教育実践・科学授業開発①

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：益子典文 (岐阜大学 ) 森本弘一 (奈良教育大学 )

1G1-G1	CST 評価基準に基づく初級 CST コースの設計と効果

	 益子典文 (岐阜大学総合情報メディアセンター )小井土由光 (岐阜大学教育学部 )

	 川上紳一 (岐阜大学 ) 下野　洋 (岐阜女子大学 )

1G1-G2	東日本大震災の被災地におけるサイエンスコミュニケーション活動 

	 －サイエンスキャラバン 311 プロジェクト－

	 井上徳也 (東京都江戸川区立小岩第一中学校 ) 仲矢史雄 (大阪教育大学 ) 小西伴尚

	 ( 梅村学園三重中学校 ) 高梨直紘 (東京大学 )

1G1-G3	学習者が自ら考え学ぶ物理学

	 中山由紀子 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1G1-G4	教員養成大学の授業「理科」における自由研究

	 森本弘一 (奈良教育大学 )
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セッション：科学教育人材養成①

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 10:00 ～ 12:00 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：林　慶一 (甲南大学 ) 仲矢史雄 (大阪教育大学 )

1G1-H1	高等学校での物理未履修学生に対する物理指導力育成の効果的方法

	 林　慶一 (甲南大学 ) 杉岡俊男 (甲南大学 ) 森本　進 (甲南大学 )

1G1-H2	学生による科学技術コミュニケーション

	 大河雅奈 (北陸先端科学技術大学院大学 ) 梅本勝博 (北陸先端科学技術大学院大学 )

1G1-H3	大学生の学習態度のあり方について

	 真貝健一 (埼玉大学 )

1G1-H4	高等学校物理授業を行う自信を高めるための方法論 －模擬授業の実践から－

	 中村保裕 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1G1-H5	附属学校と連携した科学技術イノベーション人材育成の取組

	 仲矢史雄 (大阪教育大学 ) 任田康夫 (大阪教育大学 ) 片桐昌直 (大阪教育大学 )

=================【１日目：午後１】8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 ==================

セッション：教育方法と評価

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：山下修一 (千葉大学 ) 三宅正太郎 (福山大学 )

1G2-F1	理科が得意でない教員の授業を支援するための IWB の活用方法

	 山下修一 (千葉大学 )

1G2-F2	地域企業と理科授業をつなぐ授業モデルの評価 

	 －文脈の選択と Chemie im Kontext の活用－

	 寺田光宏 (岐阜聖徳学園大学 ) 吉岡亮衛 (国立教育政策研究所 )

1G2-F3	科学館体験の長期記憶に関する調査研究の報告 (2)

	 清水寛之 (神戸学院大学 ) 湯浅万紀子 (北海道大学 )

1G2-F4	数学的モデリング過程の発達的様相を捉える枠組みのための視点

	 平林真伊 (信州大学 )

1G2-F5	学習者の学習支援ツールとしてのイメージマップの課題について (1)

	 三宅正太郎 (福山大学 ) 栢野彰秀 (北海道教育大学釧路分校 ) 廣島　亨 (北海道教育

	 大学附属釧路小学校／北海道教育大学 ) 森健一郎 (釧路市立春採中学校 ) 高橋　弾

	 ( 釧路町立遠矢中学校 )

セッション：国際比較・国際貢献 (国際支援 )

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：吉岡亮衛 (国立教育政策研究所 ) 田中賢二 (岡山大学 )

1G2-G1 シンガポールの科学教育支援施策

	 木庭治夫 (科学技術振興機構 ) 岩渕晴行 (科学技術振興機構 ) 小倉 康 (埼玉大学 )

1G2-G2	高校生の持つ「人生の意味」についての考え方 (2)

	 吉岡亮衛(国立教育政策研究所) 藤田剛志(千葉大学) 寺田光宏(岐阜聖徳学園大学)

	 シュテファン・カイザー ( 筑波大学 )
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1G2-G3	ドイツにおける前期中等教育段階の物理教育の変遷 －旧東ドイツ地区・ザクセン邦ミッ

	 テルシューレ物理と東ドイツオーベルシューレ (第５～ 10 学年 )物理との比較考察－

	 田中賢二 (岡山大学 )

1G2-G4	英国 National Network of Science Learning Centres の事例に見る科学教育と科学

	 コミュニケーションの接近 －科学教師の成長支援－

	 都築章子 (海の自然史研究所 ) 鈴木真理子 (滋賀大学 ) 楠見 孝 (京都大学 ) 

	 鳩野逸生 (神戸大学 )

1G2-G5	米国で開発された海洋科学コミュニケーション実践講座 COSIA の国内における実践

	 藤田喜久 (海の自然史研究所 ) 都築章子 (海の自然史研究所 ) 今宮則子 (海の自然史

	 研究所 ) 平井和也 (海の自然史研究所 ) 小川貴之 (三重大学 ) 平賀伸夫 (三重大学 )

セッション：教育実践・科学授業開発②

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 13:00 ～ 15:00 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：山本智一 (宮崎大学 ) 清水　誠 (埼玉大学 )

1G2-H1	理科教員を目指す大学生のアーギュメント・スキル向上に関する実践的研究 (2)

	 山本智一 (宮崎大学 ) 山口悦司 (神戸大学 ) 稲垣成哲 (神戸大学 ) 中山　迅 (宮崎

	 大学 ) 竹中真希子 (大分大学 )

1G2-H2	“Socio-Scientific Issues”を取り入れた高等学校化学における授業実践研究 

	 －「バナジウムの酸化状態と色に関する実験」の教材化を通して－

	 野添　生 (広島大学 ) 磯﨑哲夫 (広島大学 )

1G2-H3	小・中学校理科教育における生命倫理の変遷とその意義

	 岩間淳子 (川崎市立看護短期大学 ) 松原静郎 (桐蔭横浜大学 ) 稲田結美 (上越教育

	 大学 ) 小林辰至 (上越教育大学 )

1G2-H4	小・中学校間の接続を踏まえた理科指導方法の研究

	 清水　誠(埼玉大学) 野辺茂樹(春日部市立緑中学校) 鮫島弘樹(新座市立第四中学校)

1G2-H5	分解してもののしくみを知る理科学習

	 沖花　彰 (京都教育大学 )

=================【１日目：午後２】8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 ==================

セッション：科学教育連携システム

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：岡田　努 (福島大学 ) 佐藤正行 (芝浦工業大学 )

1G3-F1	産学公民連携による科学教育システムの構築

	 崎山智司 (山口大学 ) 岡田秀希 (山口大学 ) 瀬島吉裕 (山口大学 ) 三浦房紀 (山口

	 大学 )

1G3-F2	東日本大震災後の福島県における科学コミュニケーション活動について (1)

	 岡田　努 (福島大学 )

1G3-F3	エネルギー環境教育の教材としての風力発電活用システムの構築への試み 

	 －実用可能モデルの製作－

	 斉藤隆薫 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )
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1G3-F4	「青少年のための科学の祭典」20 年の歩みと今後の方策

	 田代英俊 (日本科学技術振興財団 ) 桃井直美 (日本科学技術振興財団 ) 稲垣裕介

	 ( 日本科学技術振興財団 ) 小山　治 (東京大学 )

1G3-F5	科学館を活用した学習支援システムの開発

	 佐藤正行 (芝浦工業大学 ) 谷村優太 (日本科学未来館 ) 橋本裕子 (日本科学未来館 )

	 奥田宏志 (芝浦工業大学柏中学高等学校 )

セッション：科学教育各論①

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：両角達男 (横浜国立大学 ) 鈴木哲也 (秀明大学 )

1G3-G1	平方数の和に関する探究過程における学習者の例で考える動き

	 両角達男 (横浜国立大学 ) 荻原文弘 (佐久長聖中学・高等学校 )

1G3-G2	不等式を読むことから広がる数学的活動における学習者の動きと理解の変容

	 荻原文弘 (佐久長聖中学・高等学校 ) 両角達男 (横浜国立大学 )

1G3-G3	昭和１０年代の理科教育における「学校飼育動物」を用いた教授内容と実践記録

	 鈴木哲也 (秀明大学 )

1G3-G4	「はやぶさ地球帰還１周年記念講演会」における参加者の分析

	 高橋典嗣 (千葉大学／明星大学／日本スペースガード協会 ) 山崎良雄 (千葉大学／

	 日本スペースガード協会 ) 庄司　涼 (明星大学 ) 鈴木愛理 (明星大学 ) 吉川　真

	 (JAXA ／日本スペースガード協会 )

1G3-G5	学問的位置づけから見た数学教師教育の課題

	 杉野本勇気 (広島大学 )

セッション：教育実践・科学授業開発③

日　時：8月 23 日 ( 火 ) 15:30 ～ 17:30 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：滝澤公子 (お茶の水女子大学 ) 加納　圭 (京都大学 )

1G3-H1	染色体モデルを取り入れた遺伝学教育とその効果

	 滝澤公子 (お茶の水女子大学 ) 薗部幸枝 (お茶の水女子大学附属中学校 ) 室伏きみ子

	 ( お茶の水女子大学 )

1G3-H2	科学者人物紹介を取り入れた授業実践とその効果

	 薗部幸枝 (お茶の水女子大学附属中学校 ) 滝澤公子 (お茶の水女子大学 ) 室伏きみ子

	 ( お茶の水女子大学 )

1G3-H3	答えのない課題を扱う教育プログラムの開発 －『宇宙箱舟ワークショップ』を事例に－

	 水町衣里 (京都大学／京都大学総合博物館 ) 磯部洋明 (京都大学 ) 神谷麻梨 (神戸

	 大学 ) 黒川紘美 (京都大学 ) 塩瀬隆之 (京都大学総合博物館 ) 堂野能伸 (京都造形

	 芸術大学／京都大学総合博物館 ) 森奈保子 (京都大学 )

1G3-H4	科学好きではない人々を惹きつけるための戦略的アプローチ 

	 －アート ,サウンドとのコラボレーション－

	 加納　圭 (京都大学 ) 水町衣里 (京都大学 /京都大学総合博物館 )

1G3-H5	放射線の科学を理解するための大人向けイベントの開発と実施

	 橋本裕子(日本科学未来館) 高田真希(日本科学未来館) 坂巻たみ(日本科学未来館)

	 久保暢宏(日本科学未来館) 村嶋　恵(日本科学未来館) 大堀菜摘子(日本科学未来館)
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=================【２日目：午前】8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 ==================

セッション：教材開発②

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 C 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１a)

座　長：川村康文 (東京理科大学 ) 小林秀明 (早稲田大学 )

2G1-C1	Wii リモコンを使用した実験教材及び発見学習法の研究

	 花田達彦 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

2G1-C2	新しい分子モデリング手法を取り入れた中学理科教材の開発

	 小鍛治優 (上志比中学校 ) 伊佐公男 (仁愛大学 ) 田中幸枝 (福井大学 ) 太田　尚

	 ( 原子力安全システム研究所 )

2G1-C3	新教材：「海のウミアメンボと川のウミアメンボでは、どちらが高温に強い？」

	 白木隆士 (高知大学 ) 中城　満 (高知大学 ) 吉井容子 (高知大学附属小学校 ) 

	 石元浩子 (高知大学附属小学校 ) 原田哲夫 (高知大学 )

2G1-C4	水戸市近郊の自然公園における教育的活動の地域自然教材としての検討

	 長岡立大 (茨城大学 ) 山本勝博 (茨城大学 )

2G1-C5	仮想空間を利用した野外観察実習教材の検討

	 小林秀明 (早稲田大学 ) 瀬戸崎典夫 (早稲田大学 ) 森田裕介 (早稲田大学 )

セッション：教育実践・科学授業開発④

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 D 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室１b)

座　長：松原道男（金沢大学）杉浦省三 (滋賀県立大学 )

2G1-D1	船折瀬戸における潮流計測を目的とした教材開発とその実践

	 山岡武邦 (愛媛県立弓削高等学校 )

2G1-D2	理科における子どもの記述理由の分析 (4) 

	 － TIMSS2007 の理由や根拠に関わる語句の活用から－

	 松原道男 (金沢大学 )

2G1-D3	自然科学を得意とする児童・生徒の育成 (3)

	 橋本健夫 (長崎大学 ) 劉　卿美 (長崎大学 )

2G1-D4	フィールドワークによる環境生物教育の実践と課題 ～魚類の観察と実験～

	 杉浦省三 (滋賀県立大学 )

2G1-D5	動物園における幼児のための科学教育的活動について

	 坂田尚子 (常葉学園大学 ) 佐渡友陽一 (日本平動物園ボランティア ) 佐渡友章子

	 ( 日本平動物園ボランティア ) 中川芳一 (静岡市動物園協会 )

セッション：科学教育人材養成②

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 E 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室２)

座　長：大山光晴 (千葉県立千葉中学校 ) 小川義和 (国立科学博物館 )

2G1-E1	理科の指導力を調べる指標の作成と研修事業の評価

	 大山光晴 (千葉県立千葉中学校 ) 梶原幸之助 (柏市立南部中学校 ) 鈴木康治 (千葉県

	 総合教育センター )
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2G1-E2	若手研究者の科学研究職や科学コミュニュケーションに対する意識

	 長谷川仁子 (科学技術振興機構 ) 小倉　康 (埼玉大学 )

2G1-E3	平成 22 年度小学校理科教育実態調査報告 

	 －大学の専攻分野が理科系以外の教員の実態と理科支援員による効果について－

	 安田修一 (科学技術振興機構 ) 壷井克俊 (科学技術振興機構 ) 渡辺怜子 (科学技術

	 振興機構 ) 大関健道 (科学技術振興機構 ) 花上和己 (科学技術振興機構 ) 小倉　康

	 ( 科学技術振興機構 )

2G1-E4	科学コミュニケーターのキャリア形成に関する科学館活動の影響 

	 －日本科学未来館の事例－

	 山本広美 (日本科学未来館 ) 江水是仁 (東海大学 ) 濱亜沙子 (日本科学未来館 ) 

	 竹内　恵 (日本科学未来館 )

2G1-E5	科学系博物館における教員研修・養成の現状と課題 (２)

	 －教員のミュージアム・リテラシー向上のために－

	 小川義和 (国立科学博物館 ) 菅井　薫 (お茶の水女子大 )

セッション：科学教育論

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：佐伯昭彦（鳴門教育大学）小川正賢 (東京理科大学 )

2G1-F1	街のカルチャー教室で芽生えた宇宙科学教育の試み

	 渡辺勇三 (( 元 ) 宇宙研 )

2G1-F2	高等学校数学教育における解析的思考と別解に関する研究

	 小林徹也 (茨城県立竜ヶ崎第一高等学校／東京理科大学 )

2G1-F3	高等学校理数科初年度設置校の受容経緯

	 小島敬士 (東京理科大学 ) 小川正賢 (東京理科大学 )

2G1-F4	棚橋源太郎の独創性への転換

	 舘江栃郎 (東京工業大学 )

2G1-F5	細胞膜電位の統計的考察と神経信号の動的伝導機構

	 高橋千穂 (立命館大学 ) 西岡大樹 (立命館大学 ) 林　紗千 (立命館大学 ) 大山克明

	 ( 立命館大学 ) 岡田武之 (立命館大学 )

セッション：科学教育課程・政策

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：名越利幸 (岩手大学 ) 小倉　康 (埼玉大学 )

2G1-G1	併設中学校における科学的な思考力を育成するためのカリキュラム開発の評価

	 中山広文 (岡山県立岡山御津高等学校 ) 塩飽修身 (岡山県立倉敷天城中学校 ) 

	 蒲生信博 (岡山県立倉敷天城中学校 ) 橋田千寿 (岡山県立倉敷天城中学校 )

2G1-G2	小学校算数・理科教科書における「折れ線グラフ」学習時期の矛盾 

	 －岩手大学「学校気象台」データを用いた研究授業を通して

	 名越利幸 (岩手大学 ) 八木一正 (岩手大学 ) 黄川田泰幸 (岩手大学附属小学校 ) 

	 高室　敬 (岩手大学附属小学校 )

2G1-G3	科学技術才能育成のカリキュラム －米国のマグネット高校の取り組みから－

	 小倉　康 (埼玉大学 )
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2G1-G4	学校の理数教育充実のための地域における連携・協力関係に関する調査研究 (その１) 	

	 －大学・高等専門学校，科学館・博物館，企業，NPO 法人等を対象としたインタビュー

	 調査から－

	 大関健道 (科学技術振興機構 ) 山家真二 (科学技術振興機構 ) 木庭治夫 (科学技術

	 振興機構 ) 長谷川仁子 (科学技術振興機構 ) 佐々木弥生 (科学技術振興機構 ) 

	 小倉　康 (埼玉大学 )

2G1-G5	学校の理数教育充実のための地域における連携・協力関係に関する調査研究 (その２) 

	 －科学教育プラットフォーム・ネットワークモデル検証のための調査票の設計について－

	 山家真二 (科学技術振興機構 ) 大関健道 (科学技術振興機構 ) 木庭治夫 (科学技術

	 振興機構 ) 長谷川仁子 (科学技術振興機構 ) 佐々木弥生 (科学技術振興機構 ) 

	 小倉　康 (埼玉大学 )

セッション：科学教育の現代的課題①

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 9:30 ～ 11:30 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：宮下　治 (関東学院大学 ) 渡辺　信 (日本数学検定協会 )

2G1-H1	学校教育における野外自然体験学習の現状 －東京都公立小学校を例にして－

	 宮下　治 (関東学院大学 )

2G1-H2	女子大学生における天文文化の受容と伝達

	 河井延晃 (実践女子大学 ) 高垣マユミ (実践女子大学 )

2G1-H3	科学技術と社会の関係を重視した新しい教養教育の実践と検討

	 山邉昭則 (東京大学 )

2G1-H4	多様な分野，多様な興味をつなぐ博物館展示デザインの試み

	 元木　環 (京都大学 ) 永田奈緒美 (京都大学 ) 岩倉正司 (京都大学 ) 水町衣里 (京都

	 大学総合博物館／京都大学 )宗本晋作 (立命館大学 ) 塩瀬隆之 (京都大学 )

2G1-H5	生涯学習としての数学 －実社会では課題を見つけ解決に向かって考える主体性の重要性－

	 渡辺　信 (日本数学検定協会 )

=================【３日目：午前】8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 ==================

セッション：教材開発③

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 E 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室２)

座　長：高藤清美 (筑波学院大学 ) 高橋三男 (東京高専 )

3G1-E1	科学教育におけるフィジカルコンピューティング技術の活用 (1)

	 高藤清美 (筑波学院大学 ) 中川麻子 (筑波学院大学 ) 高嶋　啓 (筑波学院大学 )

3G1-E2	身近な材料を用いた色素増感太陽電池で手作り電子メロディを鳴らす実験教材の開発

	 兒玉明典 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 ) 田山朋子 (東京理科大学 )

3G1-E3	2011 年霧島新燃岳噴煙活動の教材化の検討

	 飯野直子 (熊本大学 ) 金柿主税 (熊本養護学校／鹿児島大学 )

3G1-E4	食塩結晶育成の教材開発

	 斉賀勝也 (茨城大学 ) 山本勝博 (茨城大学 )

3G1-E5	理科教育のための O2/CO2 計測 -( ３) －生姜の内呼吸実験－

	 高橋三男 (東京高専 )　雑賀章浩 (東京高専 ) 福司　稔 (埼玉県立飯能南高校 ) 
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	 飯田寛志 (静岡県総合教育センター ) 田島公基 (群馬県総合教育センター ) 

	 石黒光弘 (富山県総合教育センター ) 近藤浩文 (北海道立教育研究所 ) 後藤顕一

	 ( 国立教育政策研究所 ) 林　誠一 (国立教育政策研究所 ) 山本勝博 (茨城大学 ) 

	 堀　哲夫 (山梨大学 )  寺谷敞介 (東京学芸大学名誉教授 ) 松原静郎 (桐蔭横浜大学 )

　　　　　　

セッション：教育実践・科学授業開発⑤

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：後藤顕一 (国立教育政策研究所 ) 真野祐輔 (大阪教育大学 )

3G1-F1	理科課題研究を意識した高等学校理数科での「相互評価表」の活用

	 後藤顕一 (国立教育政策研究所 ) 清水武夫 (埼玉県立大宮高等学校 )

3G1-F2	高校理科授業における「学ぶ力」を育むための試み

	 小泉治彦 (千葉県立我孫子高等学校 )

3G1-F3	中学校理科授業における主体的学習を促進する授業ルーチンの導入過程 

	 －「学び方」と「科学的な思考力」に焦点を当てて－

	 山田貴之 (岐阜大学 ) 益子典文 (岐阜大学 )

3G1-F4	イメージマップを用いた小学校４学年「水のすがたとゆくえ」単元の学習支援に

	 関する事例的研究

	 栢野彰秀 (北海道教育大学釧路校 ) 佐藤未菜 (別海町立上西春別小学校 ) 三宅正太郞

	 ( 福山大学 )

3G1-F5	教員養成大学における大学生の論証力の問題点 (2) 

	 －不可能性の説明に対する評価に焦点をあてて－

	 宇野勝博 (大阪教育大学 ) 柳本朋子 (大阪教育大学 ) 真野祐輔 (大阪教育大学 )

セッション：科学教育の現代的課題②

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：高橋みどり (静岡科学館 ) 三宅志穂 (神戸女学院大学 )

3G1-G1	科学技術と社会に関する市民の意識調査 －地域における科学技術文化の醸成を目指して－

	 高橋みどり (静岡科学館 ) 長澤友香 (静岡科学館 ) 池田博史 (静岡科学館 )

3G1-G2	サイエンス・カフェ参加者の過去の学習経験

	 吉田実久 (東京大学 )

3G1-G3	科学的話題をデス・エデュケーションに適用する試み

	 尾崎勝彦 (無所属 )

3G1-G4	SD として大学生の意識する問題状況とは何か

	 三宅志穂 (神戸女学院大学 )

セッション：科学認識

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 9:30 ～ 11:30 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：久保田善彦 (上越教育大学 ) 山崎良雄 (千葉大学 )

3G1-H1	振り子の学習における理論負荷性 －実験数値の比較から－

	 植木幸広 (上越教育大学 ) 久保田善彦 (上越教育大学 )
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3G1-H2	科学教育実践に見られる民俗学的特徴 

	 －日本の科学教育に与える日本化された仏教思想の影響－

	 田崎裕太 (茨城大学 ) 大辻　永 (茨城大学 )

3G1-H3	千葉大学教育学部地学研究室の近年の研究動向

	 山崎良雄 (千葉大学 ) 間々田和彦 (筑波大学 ) 小口太朗 (千葉大学 ) 笹岡由加

	 ( 千葉大学 ) 山崎彩美 (千葉大学 )

3G1-H4	大学生・高校生の時間感覚と，理科教員養成における問題点

	 間々田和彦 (筑波大学 ) 山崎良雄 (千葉大学 ) 小口太郎 (千葉大学 ) 笹岡由加

	 ( 千葉大学 ) 山崎彩美 (千葉大学 ) 大谷康治郎 (千葉経済大学附属高等学校 )

3G1-H5	砂，土，泥の認識

	 小口太朗 (千葉大学 ) 笹岡由加 (千葉大学 ) 山崎良雄 (千葉大学 ) 間々田和彦

	 ( 筑波大学 )

=================【３日目：午後】8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 ==================

セッション：科学的学力・能力

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 E 会場 (すずかけホール２Ｆ集会室２)

座　長：猿田祐嗣 (国立教育政策研究所 ) 泉　俊輔 (広島大学 )

3G2-E1	TIMSS 理科の論述形式問題に対する解答に見る日本の児童・生徒の特徴 (14) 

	 －化学の基礎的概念としての「粒子」に関する児童生徒の理解 (1) －

	 猿田祐嗣 (国立教育政策研究所 )

3G2-E2	数値情報の可視化に対する再考 －バブルチャートの「大きさ」を例に－

	 和田志保美 (無所属 )

3G2-E3	Study of Meta-Cognitive Ability among Japanese Undergraduate Students through	

	 Performance Assessment Chemistry Experiment －日本の生徒・学生を対象とした

	 無機化学実験のパフォーマンス評価によるメタ認知能力についての研究－

	 イルマン・アンワリ (静岡大学 ) 熊野義介 (静岡大学 )

3G2-E4	当世理系事情 －理系らしさはどこから生まれるか？－

	 泉　俊輔 (広島大学 ) 進藤明彦 (倉敷玉島高校 ) 平松敦史 (広島大学附属高等学校 ) 	

	 内海良一 (広島大学附属高等学校 )

3G2-E5	中等教育と高等教育を接続する授業をつくるために、どう取り組むか

	 若月　聡 (東邦大学／千葉市青葉看護専門学校 )

セッション：科学教育各論②

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 F 会場 (J2 棟 3 階 J233 教室 )

座　長：岸本忠之 (富山大学 ) 小原　豊 (立命館大学）

3G2-F1	中学１年生の正負の数に関する意義理解の実態

	 岸本忠之 (富山大学 )

3G2-F2	数学教育における一般化のための教授学的状況への着目

	 早田　透 (広島大学 )

3G2-F3	数学教育におけるメタ認知指導の今日的意義

	 高井吾朗 (広島大学 )
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3G2-F4	教職志望学生の教科内容知識拡充に関するケースメソッドの試行

	 小原　豊 (立命館大学 )

3G2-F5	数学的コンセプションの変容に関する記号論的考察

	 大滝孝治 (広島大学 )

セッション：IT・メディア利用の科学教育システム

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 G 会場 (J2 棟 3 階 J234 教室 )

座　長：二見尚之 (湘南工科大学 ) 瀬戸崎典夫 (早稲田大学 )

3G2-G1	体験型のプログラミング教育を支援する機能の検討

	 二見尚之 (湘南工科大学 )

3G2-G2	間主観性に基づく算数・数学科の授業実践のための情報環境の構築

	 宮本俊光 (福山市立大学／京都大学 )

3G2-G3	空間図形概念への三次元動的幾何環境での作図活動の影響

	 石田優耶 (信州大学 )

3G2-G4	地域に根差した傷害予防デジタルコンテンツの開発 －長崎県大村市における実践－

	 井上美喜子 (産業技術総合研究所 ) 北村光司 (産業技術総合研究所 ) 西田佳史 (産業

	 技術総合研究所 ) 出口貴美子 (出口小児科医院 ) 高山隼人 (長崎医療センター ) 

	 小尾重厚 (大村市医師会 ) 城　仁士 (神戸大学 )

3G2-G5	タンジブル太陽系教材における実物模型インタフェースの効果

	 瀬戸崎典夫 (早稲田大学 ) 渡辺阿利紗 (早稲田大学 ) 岩崎　勤 (サイバネットシス

	 テム ) 森田裕介 (早稲田大学 )

セッション：教育実践・科学授業開発⑥

日　時：8月 25 日 ( 木 ) 14:00 ～ 16:00 H 会場 (J2 棟 3 階 J232 教室 )

座　長：坂谷内勝 (国立教育政策研究所 ) 東原貴志 (上越教育大学 )

3G2-H1	学校における ICT の活用に関する国際比較調査結果 (3)

	 坂谷内勝 (国立教育政策研究所 )

3G2-H2	粒子についての基本的な見方を高める授業デザイン 

	 －小学校 6学年「燃焼の仕組み」の実践から－

	 平澤林太郎 (小千谷市立小千谷小学校 )

3G2-H3	College レベルの数理科学教材における挿図利用について

	 金子真隆 (木更津高専 ) 山下　哲 (木更津高専 ) 北原清志 (工学院大学 ) 高遠節夫

	 ( 東邦大学 )

3G2-H4	ICT 機器を活用した中学校技術・家庭科 (技術分野 )の授業実践

	 飯塚貴大 (上越教育大学 ) 川崎将貴 (上越教育大学 ) 八森久宜 (上越教育大学 ) 

	 田崎剛士 (上越教育大学 ) 東原貴志 (上越教育大学 ) 松風嘉男 (上越市立直江津

	 東中学校 )

3G2-H5	空間図形の理解を促す手作りの立体教材

	 石井雅代 (早稲田大学 )
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インタラクティブセッション

日　時：8月 24 日 ( 水 ) 16:00 ～ 17:30 B 会場 (すずかけホール 3F ラウンジ )

1B2-B1	アニメーション作成支援ソフト“Galop”を利用する理科授業 (2)

	 中山　迅 (宮崎大学 ) 林　敏浩 (香川大学 ) 伊黒雅洋 (都城市立川東小学校 ) 

	 裏　和宏 (香川大学 )

1B2-B2	ヨウ素デンプン反応を阻害する唾液中の熱安定物質 

	 －中学校理科「生命を維持するはたらき」における消化の実験の改善に向けて－

	 西野秀昭 (福岡教育大学 ) 瀬戸口真司 (水巻町立水巻中学校 )

1B2-B3	地域の資源を利活用した科学技術文化の醸成への取り組み －市民参画の基盤の構築－

	 高橋みどり (静岡科学館 ) 池田博史 (静岡科学館 ) 長澤友香 (静岡科学館 )

1B2-B4	科学コミュニケーション支援型教育の開発

	 －理系の進路と職業選択に関する学習「理系ライフ体験」－

	 小倉　康 (埼玉大学 ) 蓑田裕美 (ウィークエンド・カフェ・デ・サイエンス )

1B2-B5	実験でつづる物理学実験 -電磁気編 －メートル＋１ブリッジ－

	 松田　峻 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B6	実験でつづる物理学実験 -電磁気編 －磁場観察ケーブルを用いた実験の紹介－

	 藤田晋吾 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B7	実験でつづる物理学実験 -電磁気編

	 伊藤　量 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B8	実験でつづる物理学実験 -電磁気編 －渦電流とアラゴーの円板実験器－

	 山下香織 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B9	実験でつづる物理学実験 -電磁気編 －立体的な磁力線の観察－

	 青柳和宏 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B10	実験でつづる物理学実験 -電磁気編 －模型の車が走る手作りリニアモーターカー－

	 河野公貴 (東京理科大学 ) 川村康文 (東京理科大学 )

1B2-B11	方位認識を高める天体シミュレーションの提示

	 楠本　誠 (上越教育大学 ) 久保田善彦 (上越教育大学 )

1B2-B12	バイオ光化学電池を用いた資源・エネルギー教材の開発 (２) 

	 －実験用光源の改良と出力電力の測定方法の検討－

	 高藤清美 (筑波学院大学 ) 上野寛仁 (( 株 ) バイオフォトケモニクス研究所 ) 

	 根本純一 (( 株 ) バイオフォトケモニクス研究所 ) 金子正夫 (( 株 ) バイオフォト

	 ケモニクス研究所 )

1B2-B13	インクルーシブデザイン手法に基づいた物語理解支援システム

	 江草遼平 (神戸大学 ) 和田久美子 (多摩美術大学 ) 生田目美紀 (筑波技術大学 ) 

	 楠　房子 (多摩美術大学 ) 溝口　博 (東京理科大学 ) 稲垣成哲 (神戸大学 )

1B2-B14	小学校 5年「天気の変化～冬の天気」に関するワークシート・指導案の開発と実践

	 割石隆浩 (札幌市立新琴似緑小学校 ) 杉原正樹 (札幌市立新琴似緑小学校 ) 高橋庸哉

	 ( 北海道教育大学 )

1B2-B15	社会とつながる数学教育の試み 

	 －中学校「図形の証明」および「関数」単元における授業の開発－

	 塩田真吾 (静岡大学 ) 阿部　学 (千葉大学 ) 藤川大祐 (千葉大学 ) 古谷成司 (富里市

	 教育委員会 ) 市野敬介 (企業教育研究会 ) 荒崎智史 (企業教育研究会 )
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1B2-B16	創発的分業支援における投票カテゴリーの可視化による知識構築の促進

	 舟生日出男 (広島大学 ) 鈴木栄幸 (茨城大学 ) 久保田善彦 (上越教育大学 ) 

	 平澤林太郎 (小千谷小学校 ) 加藤　浩 (放送大学 )

1B2-B17	大学入学者の数学力測定の試み

	 水町龍一 (湘南工科大学 ) 御園真史 (島根大学 ) 小林文美子 (湘南工科大学 )

1B2-B18	「きぼうハイビジョン・アースビュー教育システム」

	 吉冨　進 (日本宇宙フォーラム ) 小林功典 (日本宇宙フォーラム ) 館野直樹 (日本

	 宇宙フォーラム ) 安田大介 (日本宇宙フォーラム ) 川崎晴彦 (日本宇宙フォーラム )

	 村上敬司 (宇宙航空研究開発機構 )

６．参加申込

 ・Web 参加申込と参加費事前払込期間：2011 年 6 月 20 日（月）～ 8月 15 日（月）

　※発表申込・原稿提出に加えて、Web 上からの参加申込もお願いします。

　　発表申込だけですと、参加申込が行われていない状態となってしまいますのでご注意くだ

　　さい。

　※参加費および年会論文集・追加購入費は、右記の表をご参照ください。

　　参加費の事前払込割引があります。

　※払込期限は、8月 15 日までとします。これ以降は、当日会場にて参加費をお支払いください。

　※参加費には、年会論文要旨集（冊子体）1冊、年会論文集（USB メモリ）1個が含まれています。

　※年会論文集・追加購入費には、年会論文集（USB メモリ）1個が含まれています。ただし、

　　年会論文要旨集（冊子体）は含まれていません。

 ・申込先：下記 URL からお申し込みください。

	 https://dev.faeg.jp/jsse/nenkaimenu.php

 ・払込方法：下記口座に払込ください。手数料はご負担ください。

	 　みずほ銀行　外苑前支店（店番号３１９）

	 　口座番号　普通　１６３４８０１

	 　口座名義　日本科学教育学会第３５回年会

　※大学名など機関名で振り込まれる方は、別途メールでその旨お知らせ下さい。

　　JSSE2011-admin@trn.dis.titech.ac.jp

７．懇親会

　懇親会は原則として、Web 上からの事前申込となります。

　当日申込も受け付けますが、定員になり次第、締め切らせて頂きます。

 ・日時：8月 24 日（水）17：30 ～ 19：30

 ・会場：すずかけ台生協３F ラウンジ（B会場と同じ場所です）

 ・懇親会費：次ページの表をご参照ください。

 ・申込先：参加申込とあわせて、Web 上からお申し込みください。

 ・払込方法：参加費とあわせて払込ください。

８．若手の会（受付は終了しました）

 ・日時：8月 23 日（火）18：00 ～ 20：00

 ・会場：弥太郎あざみの店 (東急田園都市線 あざみ野駅 )

 ・会費：7,000 円（予定）
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９．その他

　○課題研究

・課題研究の発表形式については、オーガナイザーに一任しておりますので、オーガナイザー

の指示にしたがってください。

・オーガナイザーは、所定の時間内に研究発表と討論がバランスよく行えるように時間の調

整をしてください。

・フロアの方が発言する際には、「所属」と「氏名」を明らかにしてください。

　○一般研究

・一般研究の発表は、原則として、1セッションに 5件で 2時間を配当してあります。1件

の発表の持ち時間は 20 分（発表 15 分、質疑 5分）です。時間厳守でお願いします。

・フロアの方が発言する際には、「所属」と「氏名」を明らかにしてください。

　○インタラクティブセッション

・発表を 2グループにわけ、セッションの前半、後半を責任発表担当時間といたしますので、

ご承知置きください。指定された時間帯は、発表パネル前に常駐し、発表及び質疑応答を

してください。これをもって、発表したことを認定いたします。

　○発表機材

・各会場に、液晶プロジェクタが設置されています。ただし、コンピュータは準備していま

せん。各自でご持参ください。

・発表者は、事前の休憩時間などに、各自で使用機器の接続などについてチェックしてくだ

さい。

・Mac を使って発表する方は、VGA ディスプレイアダプタをご持参ください。
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　○昼食について

・年会会場内の生協食堂をご利用ください。

10．年会実行委員会

［実行委員長］寺野隆雄（東京工業大学）

［実行委員］吉川　厚（東京工業大学）、楠　房子（多摩美術大学）、森田裕介（早稲田大学）、

	 　　 折田明子（慶應義塾大学）

［連絡先］〒 226-8502　横浜市緑区長津田町 4259-J2-52

			   東京工業大学　知能システム科学専攻

			   寺野隆雄研究室

			   Tel/fax　045-924-5583

			   JSSE2011-admin@trn.dis.titech.ac.jp

11．年会企画委員会

［委員長］山口悦司（神戸大学）

［副委員長］加藤　浩（放送大学）、谷塚光典（信州大学）

［幹　事］松浦拓也（広島大学）

［委　員］青山和裕（愛知教育大学）、加藤久恵（兵庫教育大学）、清水克彦（東京理科大学）、

	 　 大黒孝文（同志社女子大学）、寺野隆雄（東京工業大学）、茅野公穂（信州大学）、

	 　 寺田光宏（岐阜聖徳学園大学）、東原貴志（上越教育大学）、二見尚之（湘南工科大学）、

	 　 松嵜昭雄（埼玉大学）、三崎　隆（信州大学）、森田裕介（早稲田大学）、吉川　厚

	 　 （東京工業大学）、渡辺雄貴（首都大学東京） （五十音順）

［担当理事］佐伯昭彦（鳴門教育大学）、高藤清美（筑波学院大学）

日本科学教育学会 学会通信　　　 　編集・印刷　日本科学教育学会広報委員会

担当理事：荻原　彰（三重大）	     久保田善彦（上越教育大）　
委　　員：隅田　学（愛媛大）　　　     土田　理（鹿児島大）　    藤岡達也（上越教育大 )
          二見尚之（湘南工科大）       美馬のゆり（はこだて未来大）
　　　　　谷塚光典（信州大）           渡辺政隆（科学技術振興機構） 
幹　　事：茅野公穗（信州大）           福井智紀（麻布大）

　 日本科学教育学会 　　　　　　　　　　Japan Society for Science Education
   ＵＲＬ： http://www.jsse.jp       　　　　　

   □事務局　　愛知教育大学 理科教育講座 内
　 □事務支局（入退会･会費･学会誌発送関連）ＴＥＬ：075-415-3661 　ＦＡＸ：075-415-3662
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：jsse ＠ nacos.com
　　 　　　　　中西印刷 (株 ) 学会部 内　　〒 602-8048　京都市上京区下立売通小川東入ル
　 □編集事務局（論文投稿・査読編集）　　　 ＴＥＬ：075-415-3155 　ＦＡＸ：075-417-2050
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 E-mail：jsse-hen ＠ nacos.com
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